
教えてくれる人！

静清信用金庫藤枝支店

支店長 佐藤弘剛
サトウ ヒロタケ

「こどもエコすまい支援事業」って知ってますか? 

●令和4年11月に閣議決定された住宅取得等に関する新しい補助金制度です。
●子育て世代や若年夫婦世帯による高い省エネ性能を有する新築住宅の取得や住宅の省エネ改修を行う場合、最高
100万円の補助金が交付されます。 

1. こどもエコすまい支援事業とは

〇ZEH住宅 
（強化外皮基準かつ再エネを除く
一次エネルギー消費量▲20%に
適合するもの）

100万円／戸

〈参考：国土交通省　こどもエコすまい支援事業について〉

※補正予算案閣議決定日（令和4年11月8日）以降に契約を締結し、事業者登録後（こどもみらい住宅支援事業の登録事業者は、
本事業の事務局開設日（R4.12中旬予定）（開設日以降に登録申請した場合は、その申請の日）以降）に着工したものに限る。

高い省エネ性能を有する住宅の新築、一定のリフォームが対象になります。

対象住宅 補助額

2. 補 助対象 

子育て世帯・若者夫婦世帯による住宅の新築

①住宅の省エネ改修 リフォーム工事内容
に応じて定める額 
上限30万円／戸
（例外あり）

②住宅の子育て対応改修、バリアフリー改修、
空気清浄機能・換気機能付きエアコン設置工
事等（①の工事を行った場合に限る。） 

住宅のリフォーム※

対象工事 補助額

〈参考：国土交通省　こどもエコすまい支援事業について〉

こどもみらい住宅支援事業の登録事業者は、本事業の事務局開設日（R4.12中旬）（開設日以降に登録申請した場合は、その申請の日）以降の着工であること

申請手続きは「こども未来支援事業者」として登録された住宅メーカー等が行います。

3. 申請手続きと期 限 

補正予算案
閣議決定 
（R4.11.8）

事業者登録
開始

契約

事業者登録 工事着手 交付申請 完了報告補助金交付交付申請の
予約（任意）

着工
補助額以上の
出来高があること

申請受付 
開始

年度末
（R6.3）

完了報告期限
（住宅の規模に応じて、
遅くともR8.2末まで）

交付申請期限 
（遅くともR5.12末まで）

●住宅取得をした約８割の方が住宅ローンを利用されています。以前は住宅ローンの返済期間は最長35年が一般的で
したが、金融機関によっては40年や50年といった返済期間を選択できるようになりました。 
●住宅ローンを利用する方は、「住宅ローン控除」（最長13年、控除率0.7％）の適用や契約者の万が一に備える「団体
信用生命保険」（保険内容によっては費用負担あり）に加入することができます。

※「こどもエコすまい支援事業」の詳細や最新情報は国土交通省のHP等をご覧ください。 

住宅ローンを上手に活用しましょう! 

　

景気動向
調査

　当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。
　令和４年10 ～ 12月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。
※本調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率65.0％

【主要な表現について】
○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。
○ＤＩ値：（増加・好転と回答した割合）－（減少・悪化と回答した割合）悪化すればするほどＤＩ値は▲（マイナス）になります。

問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課　TEL：054-641-2000問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課　TEL：054-641-2000

業況DI 値、サービス業
一部改善も資金繰り不安残る
令和４年 10～ 12月　中小企業景況調査　結果報告書
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全産業◆ 建設業■ 製造業▲ 小売業
▲

卸売業× サービス業●

業種別業況判断の動向表１

▲23.6 ▲20.8 ▲26.9 ▲30.4 ▲43.5 ▲3.2

R3年4月～
6月期

R3年7月～
9月期

R3年10月～
12月期

R4年1月～
3月期

R4年4月～
6月期

R4年7月～
9月期

R4年10月～
12月期

R4年10月～
12月期

D
I値

業況判断の動向（表1）：全産業での業況は、DI値▲23.6で前回（2022年7月～ 9月）より6.4ポイント改善。サービス業
前回▲26.7ポイントから今回▲3.2ポイントとマイナス幅を縮小しましたが、その他産業は依
然として足踏み傾向にあることを示しました。

全産業売上高の推移：前回▲22.1ポイント（2022年7月～ 9月）から9.7ポイント改善しました。
建設業前回▲27.3ポイントから11.8ポイント悪化も、その他産業において改善傾向を示しました。

全産業資金繰りの動向：前回▲9.2ポイント（2022年7月～ 9月）から4.3ポイント悪化しました。　　　　　　　　　
サービス業前回▲3.4ポイントから13.8ポイント悪化、その他産業は足踏み傾向を示しました。

全 産 業 採 算 の 動 向：前回▲39.2ポイント（2022年7月～ 9月）から2.8ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　サービス業前回▲30.0ポイントから23.5ポイント改善を示し、マイナス幅が縮小しました。
全産業雇用人員の動向：前回▲7.9ポイント（2022年7月～ 9月）から8.7ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　製造業・卸売業が改善傾向も、建設業は依然として人手不足感が強まりました。

管内全産業の業況
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